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就職支援とキャリア教育

　就職支援・キャリア教育を含むキャリア支援の研究
全般で、2000年代以降、大きなパラダイム・シフト
が生じたと言われている。
　それは、確固たる価値規範が存在する安定的な社会
から、人を導く価値規範が存在しない不安定な社会へ
の変更であり、端的には、先を見通すことができた社
会から、もはや予測が不能な社会への移行に伴うもの
である。
　こうした社会の大きな変化に伴って、キャリア支援
の基本的なものの見方は大きく変化した。それを受け
てキャリアガイダンス・ツールのあり方も大きく変化
した。もともとキャリア支援というものは一般に考え
られている以上に社会経済の動向に影響を受ける。
キャリアも職業も仕事も、時々の労働市場、雇用動向、
就業構造を反映して目まぐるしく変化する。それに的
確に対応しようとすれば、当然ながらキャリア支援の
様相も変化せざるを得ない。
　では、キャリア支援はどう変化したのか。特に、現
在、キャリア支援でツールを活用する意義はどう変化
したのだろうか。
　キャリア支援におけるツール活用の理論的背景は、
よく知られたマッチング理論である。最も古いキャリ
ア理論であるマッチング理論は、それ故、最も素朴で
もある。就職をする自己と就職先である職業との最適
なマッチングというものを想定し、そのマッチングに
向けて支援を行う。具体的には、自己の特徴を十分に
理解し、あわせて職業の特性を十分に調べ上げ、その
両者の適合性を最大化することを目的とする。そして、
基本的には、この自己の特徴を知るためにこそツール
は用いられる。すなわち、自己理解のために用いられ
る。
　したがって、安定的な社会から不安定な社会へとい
う現代社会の基調をふまえた時、ツール活用の現代的
な意義とは、第一に、正確に自己を認識し、理解し、

評価することにある。不安定で先を見通せない世の中
だからこそ、何らかの確固たる指針が必要となる。将
来に向けて歩んでいく際、自分が得意なのは、飛ぶこ
とか泳ぐことか走ることか。自分が好きなのはそのど
れなのか。自分を明確に把握することが将来に踏み出
す基礎となるということに、さほどの贅言は要しない
であろう。むしろ、不安定な社会に飛び出す時、自分
を理解していないということは、極めて危険なことな
のだとさえ言い得るだろう。自らの特性の正確なアプ
レイザル（評価）というツール活用の目的は、現代に
おいても重要な意義を持つ。
　第二に、一方で、不安定な社会においては、自己を
理解し、ある程度の見込みをもって一歩を踏み出して
いくとしても、それが常に見込み違いを孕み、したがっ
て常に間違っている可能性があると想定する必要があ
る。それ故、常に自分の現状と自分が進んでいる方向
を確認しなければならない。安定的な社会ではあまり
問題にならなかったツールの現代的な意義として、自
らをモニターする働きが重要になる。安定的な社会で
は将来を見通す予測が重視されたが、それが難しくな
るにつれて、むしろよりいっそう重視される意義は、
現在の自分を振り返り、省察する機能である。常に自
らを省みつつ、自分が進む方向を確認しながら歩まな
ければならない。あわせて大切になるのは、自らのキャ
リアを自ら作り上げていくという観点である。そして、
これこそが、この20年間に国内外のキャリア支援の
研究者が強調するパラダイム・シフトの中心になる。
どこか人のキャリアが自然と成長していくというニュ
アンスのある「キャリア発達」という言葉は、自らキャ
リアを形作り、意味を付与していかなければならない
とする「キャリア構築」という言葉に更新されるに至っ
た。ツールが果たすモニターの機能はキャリア構築の
必然性と表裏一体である。
　第三に、このキャリアの構築を自己内で完結するの
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ではなく、他人との関わりの中で考えなければならな
いという主張も、現代的なキャリア支援の研究者から
は多くなされる。外側に確固たる価値規範がなく、ど
こに進むべきかの羅針盤が機能しない時、頼るべき手
がかりの一つは他人ということになるだろうか。本人
が自分なりに作り上げようとしているキャリアが、少
なくとも自分が納得しうる意味の連鎖になっているか
否か、すなわち、自分が一定程度、納得がいくストー
リーや物語を、自分の中に感じ取れているか否かが重
要になる。ここに他人を巻き込む必要は必ずしもない
のだが、本人のキャリアが独善的なものとならないよ
う、ストーリーや物語を見てくれる観客を想定し、そ
のフィードバックを、以後、自らが紡ぎ上げるキャリ
アの一つの指針とする。現代のキャリア論で多用され
る「物語」という言葉は、そこに一連の筋書きがある
こともさることながら、それが潜在的に第三者に見ら
れることを含意するという点に強調点がある。
　上記３点をまとめると、就職支援・キャリア教育に
おけるツールの現代的な意義とは、不安定な社会に
あって何らかの良いキャリアを作り上げようとする際
に必須となるキャリア戦略を、側面から手助けするも
のであると言えよう。それは自らの特性の正確な理解
を試みて当座見つけた自分の中の指針に基づき、まず
は一歩を踏み出してその結果をモニターし、そのズレ
を他人と確認するという作業を支援するものである。
　そして、こうしたアプレイザル（評価）、モニタリ
ング（観察）、コンストラクション（構築）といったツー
ルの現代的な意義を受けて、今現在、ツールも用意さ
れている。
　従来から広く活用がなされているいわゆる職業興味
検査、職業適性検査は、おもにアセスメントからモニ

タリングを重視したものである。こうした簡単な質問
項目に答えていくことで数値によって客観的にタイプ
や類型、特徴が明らかになるテストを、専門用語で量
的アセスメントと言う。このタイプのアセスメントの
ニーズは、不安定化する社会の中でいっそう重要性を
増していく。自分なりに漠然と把握している自らの特
徴を、数字によって明確にはっきりと目に見える形で
目の前に提示してくれてこそ、次なる行動をモニター
するための基準となる。一国の労働者のスキル形成を
手助けしようとするのであれば、この種のアセスメン
ト・ツールは今後も継続して整備されていく必要がある。
　一方で、最近のキャリア・アセスメント研究が強調
するのは、モニタリングからコンストラクションを支
援するタイプのアセスメント・ツールである。トラン
プのようなカードを手渡して作業をしてもらったり、
白い紙を渡して線を書いてもらったり、何らかの不定
形な課題を提供する。その作業をするなかで、自らの
キャリアをモニターし、振り返り、作業後にはその内
省を誰かと共有する。そして、ある程度、筋道の立っ
たストーリーや物語というものが、自分の納得のいく
形で作り上げられようとしているのか否かを考える。
こういう類のアセスメントを質的アセスメントと呼び、
そのために使われる課題が、例えば、カード式ツール
ということになる。
　就職支援・キャリア教育におけるツールの活用にあ
たっては、その時々で、量的アセスメント・質的アセ
スメントを使い分け、アプレイザル（評価）、モニタ
リング（観察）、コンストラクション（構築）を考え
ていく必要がある。ツールの研究・活用・実践は、今
後も、社会経済の大きな動きに連動して、その姿を様々
に変えながら人々のキャリアに伴走していくだろう。


